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2026年度 

京都大学大学院生命科学研究科 

修士課程学生募集要項 

研究科の理念とアドミッション・ポリシー 

今日、生命科学は、人類の未来を切り開く先端科学として大きく変貌・発展しつつあります。本研

究科は、このような世界的状況に対応して、世界最高水準の研究拠点の形成と次世代の生命科学をリ

ードする人材養成を目的とし、平成11年にわが国初の生命科学系の独立研究科として発足しました。

本研究科は、既存の諸分野における先端領域を真に融合しながら、生命の基本原理を構成する「細胞･

分子･遺伝子」を共通言語として、多様な生命体とそれらによって形成される環境を統合的に理解し、

生命の将来や尊厳にかかわる新しい価値観を作り出す独創的研究と教育を展開しております。 
今後、ますます高度化・複雑化する生命科学に対する社会からの多様な要請に応えるべく、本研究

科では、このような研究科の理念に共鳴し、生命科学の基礎学力と研究推進能力及び学術研究などに

おける高い倫理性と責任感を持つ学生を広く求めています。特に、生命の尊厳を十分に理解しながら、

既存の枠組みにとらわれない総合的・先端的な生命科学を築き上げる開拓精神に富む学生を歓迎し、

以下のような人材の養成を目指します。 
１. 生命の基本原理を追求・発見し、新しい生命科学を推進する研究者。 
２. 地球環境保全と人類の健康･福祉･幸福を目指し、民間を含む多様な研究機関で社会に貢献す

る研究者・技術者。 
３. 多彩な生命現象全般を広く理解し、教育や産業・報道・行政を通じて社会に貢献する教育者･

実務者。  
４. 国内外の生命科学関連分野の研究者等と議論することができる高いコミュニケーション能力

を持つ研究者・教育者・技術者・実務者。 
入学試験では、国際誌に発表された論文の読解が可能な英語の基礎学力の判定、分子生物学・細胞

生物学・生化学など生命科学領域の一般知識を評価する筆記試験、入学希望分野の研究を遂行するた

めの基礎知識等を評価する筆記試験に加え、判断力、思考力、コミュニケーション能力、主体性、倫

理観を評価する口頭試問からなる学力考査を実施し、総合的に合格者を決定します。 

Ⅰ. 募集専攻及び研究分野 

生命科学研究科は、次表に掲げる 2 専攻からなります。各専攻には、それぞれいくつかの研究分野があり、分野ごとに合

格者を定めます。分野の内容については生命科学研究科各研究分野の紹介（8 頁）、または生命科学研究科のホームページ

（https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/)を参照してください。 

募集専攻及び研究分野 

（4月1日以降に、募集分野が追加される場合があるので、必ず、本研究科ホームページの入試情報を確認してください） 

※出願する前に必ず志望分野の主任教員に連絡を取り、志望分野の決定について相談してください。 

専  攻 研 究 分 野 

統合生命科学専攻 細胞周期学、細胞認識学、遺伝子特性学、全能性統御機構学、生体情報応答学、分子応

答機構学、生態進化学、分子代謝制御学、神経発生学、細胞動態生化学、微細構造ウイ

ルス学、老化感染制御学 

高次生命科学専攻 分子動態生理学、分子病態学、生体システム学、システム機能学、染色体継承機能学、

高次生体統御学、脳機能発達再生制御学、生体制御学、ゲノム損傷応答学、がん細胞生

物学、クロマチン動態制御学、生体動態制御学、生体適応力学、メカノセンシング生理

学 

https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/
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Ⅱ. 募集人員 

統合生命科学専攻40名 ただし、論文入試（若干名）を含みます。 

高次生命科学専攻35名 ただし、論文入試（若干名）を含みます。 

 

Ⅲ. 出願資格 

次のいずれかに該当する者、あるいは2026年3月31日を以って該当する見込みの者。 

(1) 日本の大学を卒業した者 

(2) 学校教育法第104条第7項の規定により学士の学位を授与された者 

(3) 外国において、学校教育における16年の課程を修了した者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における 16

年の課程を修了した者 

(5) 我が国において、外国の大学の課程(その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を修了したとされるもの

に限る。)を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が

指定するものの当該課程を修了した者 

(6) 外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政府又は関係機関の認証

を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が指定するものに限る。）において、

修業年限が３年以上である課程を修了すること（当該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において

履修することにより当該課程を修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であっ

て前号の指定を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与された

者 

(7) 文部科学大臣が指定する専修学校の専門課程を文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

(8) 文部科学大臣の指定した者 

(9) 大学に 3年以上在学した者(学校教育法第 102条第 2項の規定により、これに準ずる者として文部科学大臣が定める

者を含む。)であって、本研究科において、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者 

(10) 本研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、22歳に達

したもの 

 

(注意１) 外国において、学校教育における15年の課程を卒業または卒業見込みの場合は、出願資格(6)により出願して

ください。 

(注意２) 出願資格(9)(10)による受験希望者は出願資格審査を受けてください。 

 

   出願資格審査について：出願資格(9)(10)による受験希望者のみ対象 

ア 出願資格(9)(10)により出願を希望する方には、出願に先立ち資格審査を行うので、下記の出願資格審査必

要書類を生命科学研究科教務掛へ請求し、2025年5月23日(金)17時までに生命科学研究科教務掛へ提出

してください。 

(郵送の場合は、必ず「書留」あるいは「簡易書留」とし、封筒の表に「生命科学研究科修士課程出願資格

認定申請」と朱書し、2025年5月23日(金)17時必着とします。) 

なお、出願時には、出願資格審査において志望した分野と異なる分野に、原則として出願できないので、

注意してください。 

 

イ 出願資格審査必要書類 

・ 出願資格(9)の場合 

(1)出願資格審査申請書(所定用紙) この用紙は問い合わせのあった方にのみ交付します。 

(2)推 薦 書 在籍する大学が作成し、厳封したもの。様式随意。 

(3)成 績 証 明 書 
在籍する大学が作成し、厳封したもの。 

（コピー防止用紙使用の場合は厳封不要） 

(4)今年度の単位修得見込み状況がわかる書類（写）  在籍する大学が発行した履修登録確認表の写し等 

(5)志 望 理 由 書(所定用紙) この用紙は問い合わせのあった方にのみ交付します。 
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・ 出願資格(10)の場合 

(1)出願資格審査申請書(所定用紙) この用紙は問い合わせのあった方にのみ交付します。 

(2)成 績 証 明 書 
最終出身学校が作成し、厳封したもの。 

（コピー防止用紙使用の場合は厳封不要） 

(3)業 績 等 調 書(所定用紙) 
専攻分野に関連する研究業績等について、客観的知見等

を簡明に記載してください。 

この用紙は問い合わせのあった方にのみ交付します。 

(4)研究従事内容証明書(所定用紙) 
所属機関等が作成し、厳封したもの。 

この用紙は問い合わせのあった方にのみ交付します。 

(5)その他 
公表された業績（書籍、論文、学会発表等）がある場合

は、これを証明する書類か印刷物等 

 

ウ 審査方法及び日程 

(1) 出願資格(9)(10)により出願資格の審査申請をした方は、予備審査を行います。 

(2) 資格審査の結果は、2025年6月下旬に申請者あて郵送により通知します。 

 ※ 出願資格(9)により受験し合格した方は、2025 年度の成績証明書を 2026 年 2 月末日までに京都大学大学

院生命科学研究科教務掛に提出してください。2025年度の成績証明書により調査した結果、期待された成果

が得られていないと判断した場合は、合格を取り消すことがあります。 

また、2026年 3月末日までに退学証明書を提出してください (従って、現在在学中の大学より学士の学

位を取得することはできません)。 

 

Ⅳ． 選抜方法 

 一般入試、論文入試の中からいずれか一つを選択してください。 

(1) 一般入試 

英語試験（※）、筆記試験（共通専門科目、分野別専門科目）、口頭試問の総合結果によって選抜します。Ⅲ「出願資格」

（2頁）以外の出願制限は特にありません。 

※ 英語試験について 
 英語試験は、当研究科が指定する「英語力検定試験」のスコアを出願時に提出することとします。試験当日に英

語試験は行いません。詳細については、Ⅵ「出願書類」（4 頁）の（5）「英語力検定試験スコアの原本」に記載の

説明文を確認してください。 
 共通専門科目、分野別専門科目及び口頭試問を受験者全員に受験していただきますが、分野別専門科目及び口頭試問

の採点は、英語及び共通専門科目の点数が合格基準以上を満たした場合のみ行います。すなわち、英語及び共通専門科

目の点数が合格基準に満たない場合は、不合格となります。 
試験方法：Ⅸ「学力検査日程・内容」（6頁）を参照してください。 

(2) 論文入試 

生命科学とは異なる専門領域を学んだ方を対象とした選抜方法です。 

英語試験（※）、筆記試験（小論文）、総合面接、口頭試問の総合結果によって選抜します。 

※ 英語試験について 
英語試験は、当研究科が指定する「英語力検定試験」のスコアを出願時に提出することとします。試験当日に英

語試験は行いません。詳細については、Ⅵ「出願書類」（4 頁）の（5）「英語力検定試験スコアの原本」に記載の

説明文を確認してください。 
小論文、総合面接及び口頭試問を受験者全員に受験していただきますが、口頭試問の採点は、英語及び小論文の点数 

が合格基準以上を満たした場合のみ行います。すなわち、英語及び小論文の点数が合格基準に満たない場合は、不合格 

となります。 

出願に当たっては希望理由書を必要とします。Ⅵ「出願書類」（4頁）を参照してください。希望理由書をもとに審査 

し、論文入試受験者に該当しないと判断された場合は、一般入試への振替を行います。振り替える場合の連絡は7月4 

日（金）までに行います。 

なお、入学後は一般入試の入学者と同一のカリキュラム、同一の修了要件による教育が行われます。 

 募集人員：若干名 

 試験方法：Ⅸ「学力検査日程・内容」（6頁）を参照してください。 
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Ⅴ. 入学検定料 

 入学検定料：３０，０００円 

 振込期間：2025年6月24日（火）～7月2日（水）（期間外取扱不可） 

 振込方法： 

 ・金融機関から振り込む場合 

お近くの金融機関にて次の口座にお振り込みください。 

（ＡＴＭからの振込も可。ただし、インターネットでの振込は不可。） 

銀行名 支店名 預金種目 口座番号 受取人氏名 

三井住友銀行 京都支店 普通 8089428 国立大学法人 京都大学 

 

・「京都大学EX決済サービス」サイト で納入する場合 

（https://www3.univ-jp.com/kyoto-u/let/） にアクセスし、所定の手続きにより納入してください。  

支払い方法について不明な点があれば、以下に問い合わせください。  

  

「京都大学EX決済サービス」ヘルプデスク 

  TEL  03-6837-7944  

受付時間 10：00～18：00   

問合わせ受付期間：2025年6月24日（火）～7月2日（水）  

 

※手数料（650円）は出願者負担となります。  

※必ず「納入者名」が出願者本人の氏名であることを確認のうえ納入願います。 

  （出願者以外の名義で納入された場合は、願書を受理できない可能性があります。） 

 

注意事項： 

（1） 必ず「振込依頼人名」が出願者本人の氏名であることを確認のうえお振り込み願います（出願者以外の名義で振込され

た場合は、願書を受理出来ない可能性があります）。 

（2） 振込手数料については出願者の負担となります。 

（3） 振込後、次の処理をしてください。 

・金融機関から振り込む場合は、ＡＴＭ等から発行されるご利用明細書（本紙）等振り込んだことが確認できるものを

入学検定料振込金受付証明書貼付台紙に貼付して提出してください。その際に、写しを取って合格発表まで保管してお

くようにしてください。 

・「京都大学EX決済サービス」サイトで納入する場合は、当該サイトから発行される「収納証明書」を印刷して所定の

位置に貼付して提出してください。 

（4） 一旦納入された入学検定料は、理由の如何に関わらず返還しません。 

（5） 平成23年3月に発生した東日本大震災、平成28年4月に発生した熊本地震、平成30年  7月に発生した平成30年 7月豪

雨、平成30年9月に発生した北海道胆振東部地震、令和元年10月に発生した令和元年台風19号、令和2年7月に発生した令和2

年7月豪雨、令和6年1月に発生した能登半島地震による災害救助法適用地域において、主たる家計支持者が被災し罹災

証明書等を得ることができる場合は、入学検定料を免除することがあります。該当者は、6月6日(金)17時までに、出

願書類等提出先（7頁）へ問い合わせてください。 

 

Ⅵ. 出願書類 

出願書類の書式は、全て本研究科のWEBサイト（https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/）より入手できます。WEBからダウ

ンロードし、各自で印刷した用紙（A4サイズ）を出願書類として使用してください。 

(1) 入 学 願 書 

写真票・受験票 

必要事項を記入の上、上半身脱帽正面向きで、出願前3か月以内に単身で撮影した写

真3枚を所定の枠内に貼付してください。 

(2) 成 績 証 明 書 出身大学所定のもの。(厳封。コピー防止用紙使用の場合は厳封不要）  

(3) 卒業(見込)証明書 出身大学所定のもの。（出願資格（9）で出願する者は提出不要） 

(4) 入学検定料振込金受付証明書等貼付台紙  ・入学検定料を納付した後、 

金融機関から振り込む場合は、振込明細書(ATM 利用明細でも可)等、振り込んだこ

とが確認できるものを所定の位置に貼付。 
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「京都大学 EX 決済サービス」サイトで納入する場合は、当該サイトから発行され

る「収納証明書」を印刷して所定の位置に貼付。 

(5) 英語力検定試験スコアの原本 

           （注1） 

 

 

 

 

（注1）TOEIC（L＆R）については、デ

ジタル公式認定証をダウンロードした

PDFのプリントアウトをもって原本とす

る。 

当研究科が指定する英語力検定試験のスコアを願書とともに提出してください。 

※ 当研究科が指定する英語力検定試験について 

当研究科では、英語の総合的な基礎学力を判定するものとして、下記の英語力検定試

験を指定します。以下の英語力検定試験において、当研究科が公式と認める証明書の

「原本」（注1）を願書とともに提出してください。 

・TOEFL iBT(会場受験型及び自宅受験型（Home Edition）)（以下、TOEFL iBT） 
・IELTS(アカデミック・モジュール)（以下、IELTS） 

・TOEIC (Listening & Reading Test)（以下、TOEIC(L&R)） 
※ スコア提出の詳細は、次頁の「英語力検定試験スコアの提出にあたっての注意事

項について」を参照してください。 

(6) 受験票送付用封筒 長形 3 号封筒(120ｍｍ×235ｍｍ)に、出願者の住所・氏名・郵便番号を明記し、320

円切手(特定記録郵便)を貼ってください。 

(7) あ て 名 票 別紙「あて名票 提出手続き手順」を確認しながら必要情報をGoogleフォーム（URL

は、“あて名票 提出手続き手順”に記載）にて入力してください。入力可能期間は5

月27日（火）9：00～7月3日（木）17：00です。入力完了後、回答内容確認メール

をA4サイズで印刷し提出してください。 

(8) 希 望 理 由 書 

＜論文入試の場合＞ 

主要な専門領域、論文入試を希望した理由を記載してください。 

（A4判、一枚程度、様式随意） 

(9) 出 願 承 諾 書 

(所定用紙) 

官庁・企業等の在職者が、休職等の形で、在籍のまま入学したい場合には、所属長ま

たは代表者の出願承諾書を提出してください。 

在職中の方で、出願承諾書を提出しなかった方は、入学試験に合格しても退職しなけ

れば入学を許可しません。 

出願承諾書は問い合わせのあった方にのみ交付します。 

英語力検定試験スコアの提出にあたっての注意事項について 

1. 各自でTOEFL iBT、IELTS、またはTOEIC（L&R)の申し込み手続きを行い、受験してください（受験に必要な

費用は自己負担）。 
2. 次のア、イ、ウのいずれか1つの原本（注2）を、出願時に提出してください。 

ア. TOEFL iBTの「Test Taker Score Report（受験者用スコアレポート）」 
イ. IELTSの「Test Report Form（公式成績証明書）」 
ウ. TOEIC（L&R）の「Official Score Certificate（公式認定証）」（注2） 

3. TOEFL iBT、IELTS、TOEIC（L&R）をあわせて複数回受験している場合、そのうちいずれか１回の受験結果の

スコア原本のみ提出してください。複数のスコアを提出した場合は、すべてを無効として扱います。 
4. いずれの英語力検定試験についても、2023年7月1日から2025年6月30日までの期間に取得したスコアに限り

受け付けます。（本入学試験の出願期限の2日前までに取得したスコアを有効とします。） 
5. TOEFL iBTのスコアは、Test Dateスコアを受け付けます。（My Bestスコアや、団体試験用のTOEFL ITPのス

コアは受け付けません。） 
6. 上記テストのスコアについて、不正が判明した場合は失格とし、入学後であっても、過去に遡って合格を取り消し

ます。 
7. 出願時にスコア原本の提出が間に合わない場合は、出願時に願書の指定の箇所にその旨を記載し、試験当日に当研究 

科が指定する時刻までに試験実施本部へスコア原本（注2）を持参して直接提出してください。ただし、指定日時まで 
にスコア原本（注2）が提出されない場合、または提出されたスコアが 
無効と判定された場合には、筆記試験（論文入試においては総合面接も含む）および口頭試問の受験を認めません。 

8. いずれかの英語力検定試験のスコアを提出した後に、より良い点数のスコアを再提出、または別の英語力検定試験の  
スコアを再提出する等により、提出後のスコアを差し替えることは認めません。 

9. 提出されたスコア証明書等の原本については、願書受理期間以降に順次返却いたします。 
 

（注2）TOEIC（L＆R）については、デジタル公式認定証をダウンロードしたPDFのプリントアウトをもって原本とする。 

Ⅶ. 出願手続 

(1)出願者は、出願書類を完備して、出願書類等提出先(7頁)あてに提出してください。 
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(2)出願書類を郵送する場合には、「書留」あるいは「簡易書留」とし、封筒の表に「生命科学研究科修士課程入学願書」と朱

書してください。 

Ⅷ． 願書受理期間 

窓口での願書受理期間は2025年7月1日(火)～7月2日(水) 9時～12時、13時～17時まで（厳守）とします。郵送によ

る場合も7月2日(水)17時必着とします。 

ただし入学検定料の納付を完了し、ATM等から発行されるご利用明細書（本紙）等振り込んだことが確認できるものを貼付

した「入学検定料振込金受付証明書 貼付台紙」が提出されない場合は、願書を受理しません。 

 

Ⅸ. 学力検査日程・内容 

 
＜一般入試＞ 

筆記試験：2025年 8月 2日(土) 

時間 科 目 等 注  意 検査会場 
筆記試験 10:00～12:00 

 

共通専門科目 生命科学基礎に関する設問の

うちから指定された数の問題

を選択して解答してくださ

い。 

京都大学 

吉田地区 

詳細は、受験票送付

の際に通知します。 

13:30～15:30 分野別専門科目 志望する分野に関連した学力

試問を行います。 

 

口頭試問：2025年8月2日（土） ～  5日（火） 

オンライン形式で実施します。詳細については、7月 28日（月）までに志望分野の主任教員からメール等で連絡が

ありますので、指示に従ってください。 

 
＜論文入試＞ 
筆記試験・総合面接 2025年 8月 2日(土) 

時間 科 目 等 注  意 検査会場 
筆記試験 
 

10:00～12:00 

 

小論文  京都大学 

吉田地区 

詳細は、受験票送付

の際に通知します。 

総合面接 13:30～15:30 個別面談 志望分野の確認を行います。 

 

口頭試問：2025年8月2日（土） ～  5日（火）  

オンライン形式で実施します。詳細については、7月 28日（月）までに志望分野の主任教員からメール等で連絡が

ありますので、指示に従ってください。 

 

・科目等について 

提出された英語力検定試験スコアを基に、英語の基礎学力があることを判定します。 

共通専門科目では、生命科学の基礎となる分子生物学・細胞生物学・生化学の理解力を判定します。 

・学力検査に関する注意事項 

1.試験室には必ず受験票を携帯し、係員の指示に従ってください。 

2.試験に使用を許す筆記用具等は、鉛筆、万年筆、ボールペン、シャープペンシル、鉛筆削り、消しゴムに限ります。 

3.指定された学力検査科目のうち、一つ以上を受験しなかった方は失格とします。 

4.第一志望分野の専門科目及び口頭試問を欠席した場合は、第二志望分野の専門科目及び口頭試問を受験することはで

きません。 

 

感染症の拡大等の事情により試験実施日や実施方法等を変更する可能性がありますので、本研究科ホームページを

随時ご確認ください。 
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Ⅹ. 合格者発表 

合格者の発表は、2025年 8月 22日(金)17時(予定)に生命科学研究科掲示板(医学・生命科学総合研究棟 1階)に掲示及び

本研究科ホームページに掲載するとともに、本人あてに合格通知書を郵送します(電話による問い合わせには応じません)。 

 

Ⅺ. 入学料及び授業料 

入 学 料 282,000円（予定）※入学時に改定されることがあります。 

前期分授業料 267,900円（年額535,800円）※入学時及び在学中に改定されることがあります。 

 

注意事項等 

(1) 本学大学院の「修士課程」は、大学院設置基準にいう「博士課程前期2年の課程」であって、本学では修士課程とし

て取り扱われるものです。 

(2) 修士課程を修了した方が、博士後期課程に進学を志願する場合には、さらに選考を受けていただきます。 

(3) 出願者は研究室訪問もしくはメール等で志望分野決定について必ず志望先の教員へ相談してください。 

(4) その他 

1)試験当日は、試験開始30分前までに当該試験室前に集合してください。 

2)学力検査開始時刻に遅刻した場合は、係員の指示に従ってください。開始時刻後 30 分以内の遅刻に限り受験を認め

ます。 

3)出願書類受理後は、出願事項の変更は認めません。 

4)募集要項ならびに出願書類の書式は、全て本研究科のWEBサイト（https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/）より入手し

てください。WEBからダウンロードし、各自で印刷したA4サイズの用紙を出願書類として使用してください。 

5)入学手続きについては、2026年2月末(予定)に文書で合格者あてに通知します。 

6)障害等があって受験上若しくは修学にあたって配慮を必要とする方は、出願に先立ち電話等で申し出てください。 

 

〔個人情報の取扱い〕 

出願書類に記載された個人情報は、「京都大学における個人情報の保護に関する規程」に基づいて

取り扱います。 

1． 出願書類に記載されている氏名、住所その他の個人情報については、①入学者選抜（出願処理、

選抜実施）、②合格発表、③入学手続業務を行うために利用します。 

2． 入学者選抜に用いた試験成績は、今後の入学者選抜方法の検討資料の作成のために利用します。 

3. 出願書類に記載されている個人情報は、入学者についてのみ、①教務関係（学籍管理、修学指導、

教育課程の改善等）、②学生支援関係（健康管理、就職支援、授業料免除・奨学金申請等）、③学

生納付金徴収に関する業務を行うために利用します。 

4. 上記の各種業務での利用にあたっては、一部の業務を本研究科より当該業務の委託を受けた業

者（以下「受託業者」という。）において行うことがあります。この場合、受託業者に対して、

委託した業務を遂行するために必要となる限度で、個人情報の全部または一部を提供します。 

 

【出願書類等提出先】 

京都大学大学院生命科学研究科教務掛 

〒606-8501 京都市左京区吉田近衛町 

T E L 075-753-9225 

F A X 075-753-9229 

Mail 150kyomu@adm.lif.kyoto-u.ac.jp 

 

2025年1月 

京都大学大学院生命科学研究科 



8 
 

統合生命科学専攻の研究内容  

講  座 分  野 教  員 研 究 内 容 

遺

伝

機

構

学 

単細胞生物から多細胞生物に

おける様々な現象に注目し、

細胞周期、染色体の複製分配、

維持、修復等の細胞内で起こ

る事象に加え、細胞増殖、形

態形成、がん化、老化等、よ

り高次の生命現象の分子メカ

ニズムの解明について理解を

深める。 

細胞周期学 青木 一洋 

後藤 祐平 

平野 咲雪 

西川 星也 

 

細胞の情報処理機構（encoding）と細胞

の運命決定機構（decoding）を研究す

る。定量的な計測・摂動技術に加えて、

数理モデルや数値計算技術を用いて、

細胞の恒常性の維持機構の定量的な理

解と疾患の制御を目指す。 

多

細

胞

体

構

築

学 

多様な生命体の多細胞体制構

築の基本概念と原理をその多

細胞体(組織・器官あるいは個

体)の機能発現との関連につ

いて理解を深める。 

細胞認識学 6/1 に新任教授着

任予定 

 

碓井 理夫 

 

 

細

胞

全

能

性

発

現

学 

植物細胞の全能性の基本原理

の探求と応用分野への展開を

目指し、種々の植物ゲノム解

析を通して、その普遍性なら

びに多様性を探索するととも

に、植物細胞の全能性を分子

レベル、細胞レベル、個体レ

ベルで解析し、植物の多様な

る機能の基本システムに関し

て考察する。 

遺伝子特性学 河内 孝之 * 

安居 佑季子 

吉竹 良洋 

モデル生物として研究基盤を整備した

ゼニゴケを用いて植物の主要な環境因

子である光の認識やシグナル伝達、分

裂組織の維持と分化、配偶体世代の性

分化と性決定の機構を研究する。特に

クロマチン動態と遺伝子発現制御の観

点から解析を進める。 

全能性統御機構学 中野 雄司 

宮川 拓也 

山上 あゆみ 

植物成長制御の分子機構について、植

物細胞の分化・分裂・伸長の制御と光合

成の制御の両輪によって司られている

という観点に立ち、主に分子細胞生物

学と植物ホルモンを中心としたケミカ

ルバイオロジーに基づく研究手法を用

いて解明を目指す。最終的には、得られ

る成果の環境破壊・食糧不足解決など

への活用による社会還元を目指す。 

応

用

生

物

機

構

学 

多様な自然環境変化に対応し

て生物が獲得した情報応答機

構を、個体、器官、組織、細胞

および分子のレベルで解明

し、その応用に関する研究を

行う。 

生体情報応答学 神戸 大朋 生命体が必須微量ミネラルを利用する

戦略を解明し、健康増進への応用を目

指した研究を行う。 

1.金属酵素による金属の選別と配位の

分子機構に関する研究 

2.亜鉛の吸収制御機構の解明と亜鉛吸

収を促進する食品因子の探索 

3.金属代謝の破綻が引き起こす疾患の

発症メカニズムに関する研究 

＊は定年退職予定の教員（入学年度末に定年）を示す 

http://www.cellpattern.lif.kyoto-u.ac.jp/
http://www.plantmb.lif.kyoto-u.ac.jp/
http://plantchembio.lif.kyoto-u.ac.jp/
http://www.seitaijoho.lif.kyoto-u.ac.jp/
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講  座 分  野 教  員 研 究 内 容 

分子応答機構学 片山 高嶺 

加藤 紀彦 

腸内細菌と宿主の共生を支える分子基

盤を解明するとともに、食や健康に還

元するための応用展開を行う。特に、宿

主が腸管内に産生する糖質（母乳オリ

ゴ糖やムチン糖鎖）の資化能を有する

腸内細菌に着目し、それらの酵素や遺

伝子を解析することで、腸内細菌と宿

主の共生・共進化を考察する。 

 

環

境

応

答

制

御

学 

生物の、内的・外的（生物的・

非生物的）環境に対する応答

に関与する情報素子の構造・

機能相関の解析、外的環境に

応答した発生・分化過程の調

節機構の解析などをとおし

て、生物の多様な環境応答機

構の基本システムを解明す

る。 

分子代謝制御学 荒木 崇 

山岡 尚平 

井上 佳祐 

シロイヌナズナとゼニゴケを用いて、

陸上植物の環境応答とその適応に関わ

る以下の研究をおこなう。 

1.成長相の転換（被子植物の花成とコ

ケ植物の配偶子器分化開始）を調節

する分子機構に関する研究 

2.日長応答機構の多様性に関する研究 

3.花成ホルモン（フロリゲン）の輸送と

作用の分子機構に関する研究 

4.生殖系列と配偶子の分化を調節する

分子機構に関する研究 

5.生活環の調節機構の進化に関する研

究 

生態進化学 

 

 

 

 

 

 

 

 

東樹 宏和 

藤田 博昭 

 

 

 

 

 

 

 

 

多様な環境への適応放散を経て生物多

様性が創出されるしくみを、生物種間の

相互作用を鍵として解明する。野外調査

とゲノム科学・情報科学を融合し、分子・

細胞レベルの現象から個体群・群集・生

態系の階層における生命システムの駆

動原理を読み解く。以下を含む多様な対

象生物とテーマに取り組む（応相談）。 

1. 植物の環境適応と共生細菌・真菌

叢 

2. 魚類の生理・生態と腸内・水圏微生

物叢の動態 

3. 無脊椎動物と共生・寄生生物の共

進化 

4.  多種生命システム（生態系）の多重 

安定性 

http://www.bunshioutou.lif.kyoto-u.ac.jp/
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講  座 分  野 教  員 研 究 内 容 

生

体

構

造

解

析

学 

多細胞生物の組織が発生過程

を経て協調的に機能し、修復

を繰り返して維持されるに

は、構成する細胞個々に内在

するプログラムと細胞間シグ

ナル応答の連携が不可欠であ

る。これらの制御機構を神経

系や免疫系組織など様々なモ

デルシステムを用いて、細胞、

オルガネラ、分子レベルで研

究する。 

神経発生学 見学 美根子 

當麻 憲一 

哺乳動物脳の皮質形成過程におけるニ

ューロン移動・細胞形態分化・特異的神

経回路形成のメカニズムを、先端的顕

微鏡イメージングと画像解析、メカノ

バイオロジー、細胞生物学的手法など

を用いて研究する。 

 

細胞動態生化学 鈴木 淳 

圓岡 真宏 

機能的スクリーニングを基本アプロー

チとして未解明の生命現象を説明する

遺伝子の同定と機能解析、並びにそれ

の関わる疾患の理解を目指す。現在は

特 に 、 Lipid, Elimination, 

Renovationをキーワードに脂質スクラ

ンブル、死細胞やがん細胞等の不要細

胞の除去、生きた細胞の不要な領域の

除去などの分子メカニズムに興味を持

ち解析している。 

細

胞

機

能

動

態

学 

個体の老化ならびにウイル

ス感染や病原体に対する宿

主応答、免疫制御について、

分子/遺伝/細胞生物学的手

法および形態/構造学的手法

をもちいて、分子・細胞・個

体レベルでの研究を展開す

る。 

微細構造ウイルス

学 

野田 岳志 

杉田 征彦 

村本 裕紀子 

インフルエンザウイルス（呼吸器ウイ

ルス）とエボラウイルス（出血熱ウイル

ス）を主な研究対象とする。様々な電子

顕微鏡法を用いてウイルス粒子や感染

細胞の構造解析を行い、分子構造を基

盤とした創薬開発へと展開する。また、

ヒト呼吸器オルガノイドを用いてウイ

ルス増殖機構や宿主感染応答を解析

し、病態発現機構の理解を目指す。さら

に、出血熱ウイルスに対して治療効果

を示す抗体を開発し、新規バイオ医薬

品開発へとつなげる。 

老化感染制御学 中台（鹿毛） 

枝里子 

谷本 佳彦 

 

老化および感染のメカニズムを解明

し、食や常在微生物を介した制御方法

を構築する。線虫C. elegansやマウス

をモデル生物として、常在微生物叢と

宿主の老化や感染・炎症との相互作用

のメカニズムを明らかにする。また、老

化と密接に関わる様々な生命現象を理

解し、それらを標的として健康寿命を

延伸する手法の開発を目指す。 

 

  異動等により、教員及び研究内容が変更となる可能性がありますので、本研究科のホームページを随時ご確認くだ

さい。 

https://kengaku.icems.kyoto-u.ac.jp/
http://www.suzuki.icems.kyoto-u.ac.jp/
https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/?post_type=labos&p=6259
https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/?post_type=labos&p=6259
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高次生命科学専攻の研究内容  

 講  座 分  野 教  員 研 究 内 容 

認

知

情

報

学 

独自の多重染色超解像顕微鏡 IRIS

や生細胞蛍光単分子イメージング

を用い、生体分子が働く姿やそのダ

イナミクスを直接捕捉することに

挑戦する。細胞運動や組織構築の分

子基盤や分子標的薬の作用機構を

可視化解明することによって、生命

機能の基本原理解明から疾患治療

法のシーズ探索まで追求する。 

分子動態生理

学 

渡邊 直樹 

山城 佐和子 

宮本 章歳 

1.蛍光単分子イメージングを用いた

シグナル･薬理学研究 

2.分子流動･細胞内密度勾配の新しい

形成メカニズム 

3.メカノ受容体としてのアクチン線

維と接着装置の分子基盤 

4.分子標的キナーゼ阻害薬による逆

説的がん増殖の防御と創薬 

5.多重超解像顕微鏡 IRISで解く神経

ネットワーク改変機構 

体

制

統

御

学 

生体は、細胞、組織、器官、個体と

いう異なった階層から構成され、こ

れらの統御を通じて体制の構築と

維持を図ることが可能となる。この

機構を明らかにすることを目的と

し、細胞の増殖・分化や死、細胞間

の相互作用、組織や器官の形成につ

いて、時間軸を考慮しながら、個体

構築と恒常性維持におけるメカニ

ズムの基本原理を分子・細胞・個体

レベルで追求する。 

分子病態学 北島 智也 マウス卵母細胞の減数分裂における

染色体動態を主にライブイメージ

ングを用いて定量的に解析し、卵子

に正しく染色体が分配されるメカ

ニズムを解明する。 

髙里 実 1.腎臓・膀胱を含むヒト臓器オルガノ

イドの作製 

2.ヒト中胚葉・内胚葉の分化メカニズ

ムの解明 

3.オルガノイドを基盤とした疾患モ

デルの構築 

小幡 史明 発生・成長・生殖・老化過程におけ

る栄養素や腸内細菌の生理機能 

栄養素の特異的感知とその欠乏に対

する適応機構 

成長期の食環境による健康寿命の制 

御 

近藤 武史 

 

発生・器官形成が正確に進行し、個体

として自己組織化するメカニズムを、

1細胞ゲノミクスやイメージング、大

規模データ解析などを駆使して、ゲノ

ム-細胞-組織の多階層ネットワーク

システム動態として理解する。 

http://www.pharm2.med.kyoto-u.ac.jp/
http://www.pharm2.med.kyoto-u.ac.jp/
https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/?post_type=labos&p=187
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 講  座 分  野 教  員 研 究 内 容 

小長谷 有美 

 

1.マウス腸オルガノイドのライブイ

メージングを用いた、腸管上皮におけ

る細胞増殖と分化、メカニカルセンシ

ングを制御する分子機構の解明 

2.タンパク質構造モデリングを用い

た蛍光レポーターの開発 

 

藤澤 茂義 

 

 

 

 

エピソード記憶や時間・空間認識な 

どの高次認知機能の神経回路メカニ 

ズムを、認知行動中の動物の脳から 

電気生理学手法を用いて大規模に神 

経活動を観測することにより解明す 

る。 

高

次

応

答

制

御

学 

高次生命体は、遺伝子の情報によっ

て自律的に制御されると同時に外

界に対して常に対応できる体制を

整えている。この結果、遺伝情報及

び応答機構の異常は、癌や自己免疫

疾患、成人病を発症するに至る。

種々の因子による細胞の増殖機構、

免疫の自己・非自己の識別機構等の

生体の基本的な応答機構、一方、癌、

免疫疾患、遺伝病、成人病等の生体

の異常機構を解析し、生命体の応答

制御の基本原理を追求する。 

 

生体システム

学 

木村 郁夫 

池田 貴子 

 

1.食・栄養シグナルと神経・免疫・代

謝制御 

2.性ステロイドホルモン受容体によ

る高次生命機能 

システム機能

学 

井垣 達吏 

菅田 浩司 

永田 理奈 

細胞間コミュニケーションを介した

組織の成長制御（細胞増殖・細胞死制

御）と恒常性維持機構、またその破綻

によるがん発生・進展機構および個体

老化機構を、ショウジョウバエ遺伝学

と生体内イメージングを中心とした

アプローチにより研究する。 

高

次

生

体

統

御

学 

多細胞生命体の構築において、細胞

同士の接着が必須である。細胞間接

着のシステミックな制御機構、シグ

ナル統御機構を追求する。組織・器

官の形成機構、および細胞間接着の

破綻による様々な疾患の発症メカ

ニズムを解明することにより、高次

生命体を構築・維持する基本原理を

理解する。また、創薬開発の基盤を

構築し、新たな治療戦略の確立を目

指す。 

高次生体統御

学 

小田 裕香子 

小川 慶悟 

上皮組織における細胞間接着の誘導・

制御機構を解明し、多細胞生物の構

築・維持・修復機構の理解を目指す。

また、炎症やがん、老化などに対する

疾患制御と創薬開発を目指す。 

http://www.biosystem.lif.kyoto-u.ac.jp/
http://www.biosystem.lif.kyoto-u.ac.jp/
https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/genetics/
https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/genetics/
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 講  座 分  野 教  員 研 究 内 容 

生

命

科

学

教

育

学

・

遺

伝

学 

生命科学教育学・遺伝学講座は、科

学英語教育と、染色体継承機能学か

ら構成される。染色体継承機能学研

究室では、減数分裂を細胞生物学的

に探求する。 

染色体継承機

能学 

CARLTON, 

Peter 

減数分裂期における染色体動態の制

御が、正常な精子と卵子を生み出す分

子メカニズムを、高解像度顕微鏡技術

と線虫遺伝学を駆使して明らかにす

る。 

シ

ス

テ

ム

生

物

学 

顕微鏡イメージング、光遺伝学、ケ

ミカルバイオロジー等の先端的技

術を駆使して、生体が認識する情報

を培養細胞から動物個体まで多次

元的に明らかにするとともに、その

情報を元に数理モデルを構築し、生

命の情報処理と応答の原理をシス

テムとして理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

生体制御学 

 

 

 

 

岩田 想 

野村 紀通 

林  到炫 

 

 

生理的に重要な膜たんぱく質の立体

構造を X 線結晶構造解析および電子

顕微鏡の手法を用いて明らかにし、そ

れらを医学・創薬に役立てる。 

 

脳機能発達再

生制御学 

今吉 格 

GUY, 

Adam Tsuda 

坂本 雅行 

鈴木 裕輔 

神経幹細胞の研究、および、哺乳類脳

の発生・発達・再生機構と、それらの

変化が神経回路、高次脳機能、動物行

動に与える役割の解明。遺伝子発現の

新規光操作技術の開発。 

ゲ

ノ

ム

生

物

学 

ゲノム情報はあらゆる生命現象の

基盤であり、内因性・外因性の撹乱

因子に対抗する分子機構によって

維持継承されている。ゲノムの維持

機構を解明する基礎研究や、その破

綻によって生じるがんや遺伝性疾

患などの病態解析、および得られた

情報に基づく新規治療法の開発研

究などを展開する。 

ゲノム損傷応

答学 

 

 

 

 

 

安原 崇哲 

牟  安峰 

今村 力也 

1.ストレスに対する細胞応答の解明 

2.転写と共役したゲノム修復や、タン

パク質の液液相分離を介したストレ

ス応答の分子機構の解明 

3.老化によって配偶子に生じるゲノ

ム変化と胎児の染色体異常症の解明 

4.がんゲノム異常や疾患を誘導する

複製ストレスの分子機構の解明 

5.iPS 細胞を用いた疾患モデルの構

築を通して、遺伝性難病やアルツハイ

マー病が発生する機序の解明 

https://www.carltonlab.org/
https://www.carltonlab.org/
https://brainnetworks.jimdofree.com/
https://brainnetworks.jimdofree.com/
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 講  座 分  野 教  員 研 究 内 容 

がん細胞生物

学 

原田 浩 

NAM, Jin-Min 

 

悪性固形腫瘍内部の微小環境（低酸素 

など）に対するがん細胞の適応応答機

構が、がん細胞の治療抵抗性や悪性形

質を誘導するメカニズムを解明する。

得られた知見を基に、新たながん治療

法の確立を目指すとともに、がん以外

の低酸素関連疾患の理解と克服に繋

がる研究を展開する。 

クロマチン動

態制御学 

井倉 毅 ゲノム損傷に伴うストレス応答蛋白

質ネットワークの多様な変化に着目

し、細胞のストレス耐性獲得の仕組み

についてヒストン蛋白質複合体のプ

ロテオミクス解析、in vivo イメージ

ングおよび数理的アプローチを駆使

して明らかにする。 

高

次

生

体

機

能

学 

高次生命体の形成・維持を担う生命

シグナルを、ゲノム応答、細胞応答、

組織応答、個体応答を含む多階層縦

断的ネットワークとして捉え、それ

を支える分子メカニズムを探究す

る。さらに、ウイルスやモデル動物、

生体材料などを利用して、生命シグ

ナル制御ネットワークのダイナミ

ズムとプラスティシティーを追究

し、高次生体機能の基本原理を幅広

く研究する。 

生体動態制御

学 

朝長 啓造 

牧野 晶子 

Alexis 

Vandenbon 

 

1.動物ウイルスの増殖と病原性発現

機構の解明 

2.内在性ウイルスの進化と機能に関

する研究 

3.新規ウイルスベクターの開発と応

用研究 

4.新興感染症に対するワクチン開発

研究 

5. バイオインフォマティクスを用い

た大規模生物学データの解析 

生体適応力学 安達 泰治 

牧 功一郎 

生体組織の発生・成長・老化における

細胞運命決定、多細胞組織・器官の形

態形成、リモデリングによる機能的

適応などに、機械的な力が重要とな

る生命現象の理解を目指す。細胞・分

子レベルの力学的操作・摂動実験、力

学ベースの数理モデリングを駆使し

て研究を進める。 

 

http://www.rbc.kyoto-u.ac.jp/cancer_biology/
http://www.rbc.kyoto-u.ac.jp/cancer_biology/
http://house.rbc.kyoto-u.ac.jp/mutagenesis2/
http://house.rbc.kyoto-u.ac.jp/mutagenesis2/
https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/?post_type=labos&p=200
https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/?post_type=labos&p=200
https://www2.infront.kyoto-u.ac.jp/bf05/
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 講  座 分  野 教  員 研 究 内 容 

メカノセンシ

ング生理学 

野々村 恵子 感覚神経のうちメカノセンサー(機

械受容体)について、生体臓器の機能

調節や疾患との関わり、および生後

発達期のイベント(呼吸の開始や哺

乳行動など)への寄与を、神経の可視

化技術や遺伝学・光遺伝学的手法を

用いて解明する。また、脳機能に寄与

するメカノセンシング機構として

PIEZOチャネルに着目し、その役割や

疾患との関わりを遺伝子改変マウス

やオルガノイドを用いて解明する。 

 
※１ 高次生命科学専攻認知情報学講座分子動態生理学分野について 
   下記リンク先をご参照ください。 
    https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/2026graduateschoolofmedicine/ 
※２ 新規に募集分野が追加される場合があります。その場合は、生命科学研究科 HP の入試情報サイト

（https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/?page_id=275）に随時掲載していきますので、確認するようにしてくださ

い。  
 
異動等により、教員及び研究内容が変更となる可能性がありますので、本研究科のホームページを随時ご確認く 
ださい。 

https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/2026graduateschoolofmedicine/
https://www.lif.kyoto-u.ac.jp/j/?page_id=275
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